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研究成果の概要（和文）：チェルノブイリ周辺の海外連携研究拠点を中心に、放射線誘発甲状腺がんの分子疫学調査を
継続し、共同シンポやワークショップを開催した。チェルノブイリ甲状腺がん関連の英語単行本を共同出版し、各種招
聘事業と被ばく医療研修指導を行なった。放射線誘発甲状腺がんの感受性候補遺伝子群のSNPs解析を中心に、分子疫学
調査と分子病理解析を行い新知見を報告した。これらの成果を、福島原発事故後の県民健康調査事業における甲状腺検
査の結果解釈に応用し、福島とチェルノブイリの甲状腺癌の違いを臨床像や分子遺伝学的見地から明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Molecular epidemiological study has been successfully implemented at the 
overseas’ joint research offices around Chernobyl, focusing on radiation-associated thyroid cancer, and 
various joint symposia and workshops were organized in Japan and abroad. The English monograph related to 
Chernobyl Thyroid Cancer was published jointly and many researchers from abroad were invited to Japan for 
training of radiation disaster medicine. Several new research findings about SNPs analysis of 
disease-susceptibility genes were reported using molecular epidemiological and pathological methods. 
These results have been applied how to interpret the data obtained from the thyroid ultrasound 
examination within the official framework of the Fukushima Health Management Survey, indicating the 
different characteristics of thyroid cancer between Chernobyl and Fukushima.

研究分野：内分泌学、分子疫学、放射線災害医療学
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1. 研究開始当初の背景 
(1)国際共同研究の必要性 
混乱の極みにある福島原発事故を鑑みても、
低線量域の放射線発がんリスクの解明は、放
射線防護ならびに補償課題の根幹をなす重
要研究課題であり、特に内部ひばくと外部被
ばくの甲状腺発がんリスク評価を推進する
国際的研究組織は、我々のチェルノブイリと
原爆被爆者を対象とした大規模コホート調
査比較研究のみである。国際連携の下で
Chernobyl Tissue Bank（申請者が科学委員
会委員長）を創設運営し、3000 件を超す登録
数と手術組織・血液サンプルを情報公開の上
活用し、更にベラルーシ共和国ミンスク市に
新設した海外拠点を足場に、連携研究者らと
術後甲状腺がん患者約 1000 例のコホート長
期追跡調査を開始している。 
 
(2)チェルノブイリから福島へ 
チェルノブイリ現地対照コントロールサン
プルを収集し、サンプルを活用した網羅的遺
伝子解析や、DNA 損傷修復遺伝子群や細胞周
期調節因子群に関する遺伝子多型 SNPs 解析
を国際共同として推進する。確立してい来た
海外学術共同研究の研究基盤での活動を活
かし、社会のニーズに応じて新たに福島での
県民健康管理調査事業と連携した放射線発
がんリスクの評価研究へと発展させる。 
 
２．研究の目的 
チェルノブイリ原発事故における放射能汚
染地域において放射性降下物（短半減期放射
性ヨウ素事故直後経口摂取と中長期体内放
射性セシウム内部被ばく）の発がんリスクを
評価する為、放射線感受性・発がんに関わる
素因と交絡因子を分子疫学的に明らかにし、
放射線被ばくで生涯続く晩発性甲状腺発が
ん関連遺伝子群を明らかにすることが研究
目的である。福島原発事故の健康管理調査事
業における集団リスク評価による放射線防
護基準の妥当性の検討に加えて、放射線個人
健康リスク評価に向けた新手法を開発する。 
 
３．研究の方法 
(1)チェルノブイリ周辺の海外連携研究拠点
並びに欧米共同研究機関と共に放射線誘発
甲状腺がんの分子疫学調査を継続推進する。 
(2) チェルノブイリ周辺3ヶ国での甲状腺が
ん検診、術後患者の症例掌握と整体資料収集
管理を推進する。関与する人材交流、現地研
究者招聘訓練を行う。 
 
(3)共同シンポやワークショップを開催する。 
 
(4)最終年度には解析されたSNPs研究成果を
IAEA や WHO ジュネーブ本部と共同で公表し、
放射線被ばくによる甲状腺以外の他の発が
んリスク評価の準備を行う。 
 
(5) 研究協力国は、ベラルーシ(ベラルーシ

医科大学、卒後医学教育アカデミー、甲状腺
がんセンター、ゴメリ医科大学、診断センタ
ーその他)、ロシア(オブニンスク医学放射線
研究所、サンクト・ペテルブルグ北西大学、
クリンシー診断センター)、ウクライン(キエ
フ内分泌研究所、放射線医学研究所、コロス
テン診断センター)、イギリス(ハマースミス
病院がん登録センター分子病理部門)、ドイ
ツ(ビルッブルグ大学病院核医学研究所)、ス
イス(世界保健機関 WHO 「環境と保健局」放
射線関連部門)、オーストリア(国際原子力機
関 IAEA「人間健康部部門」)、フランス(国際
がん研究所「放射線疫学研究調査部門」)の
各機関とする。 
 
(5)本成果と福島原発事故後の健康管理調査
事業の連携を構築する。 
 
４．研究成果 
(1)ウクライナ放射線医学研究所との共同研
究において甲状腺被ばく線量の予備的再評
価が終了し、疫学以外に他の臨床病理学的知
見と分子遺伝的知見を総合的に網羅した
「THYROID CANCER IN UKRAINE AFTER 
CHERNOBYL; dosimetry, epidemiology, 
pathology, molecular biology, 2014」の英
語単行本を共同出版することに成功した。 
 
(2)放射線誘発甲状腺がんの感受性候補遺伝
子群の SNPs を中心に分子疫学調査を国際レ
ベルで推進し、特に散発性自然発症甲状腺が
んの感受性遺伝子型候補であるFOXE1に着目
し、その病理組織発現の特徴について解析し
新知見を得た。 
 
(3)甲状腺乳頭癌の比較的高いがん遺伝子の
一つであるBraf遺伝子の突然変異に着目し、
53BP1 との関係を明らかにした。 
 
(4)チェルノブイリ周辺の海外連携拠点並び
に欧米共同研究機関と共に、放射線誘発甲状
腺がんの分子疫学調査を継続して推進し、現
地甲状腺検査への支援と生体試料収集保存
管理のバイオバンクを維持運営し、新たに内
部被ばく線量評価を現地と共同で再構築を
進めた。 
 
(5)ロシアのオブニンスク医学放射線研究所
より、所長、副所長が来日し、今後の連携事
業として、現地における甲状腺超音波検査の
スクリーニング効果の影響について新たな
共同研究協議を行った。他、ベラルーシ、ロ
シア、ウクライナ 3か国より若手人材の招聘
指導を夏期のNASHIM研修に合わせて行った。 
 
(6)ベラルーシ、イギリス、オーストリアの
共同研究機関を訪問し、専門家会議等に参加
した。平成 27 年 11 月には「甲状腺がん研究
の最前線；チェルノブイリ、福島から」をテ
ーマに国際研究集会を主催し、引き続き、



IAEA と長崎大学主催で、広島大学と国立シン
ガポール大学協力、外務省後援の第二回国際
専門家会議「核医学、放射線、健康に関する
科学技術社会学の展望；アジアからの視点」
を開催した。 
 
(7)平成 27年 1月には WHO-ITB 専門家会議で
原発事故の対策を協議した。最終年度として、
SNPs 研究成果を IAEA や WHO ジュネーブ本部
と共同で公表し、放射線被ばくによる甲状腺
がん以外の発がんリスク評価の準備を行っ
た。 
 
(8)福島原発事故の健康管理調査事業におけ
る集団リスク評価による放射線防護基準の
妥当性の検討に加え、放射線個人健康リスク
評価に向けた新手法を開発、福島との分子疫
学や病理の比較を行い、現地及び国内におい
て開催された国際チェルノブイリ甲状腺が
ん会議から得られた情報の公開と論文発表
を促進した。 
 
(9)日本学術会議や日本科学技術振興会先導
的開発研究委員会などでの放射線関係委員
会を立ち上げ放射線リスクに関する多方面
の議論を主導し、各種提言等をまとめた。 
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